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自
分
の
町
を
良
く
す
る

し
く
み
と
は

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
障

が
い
者
や
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
福
祉

活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

資
金
確
保
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く

み
」
と
し
て
、
地
域
と
一
緒
に

進
め
て
い
く
た
め
の
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
厚
岸
町
へ
還
元
さ
れ
、
社

会
福
祉
活
動
や
老
人
ク
ラ
ブ
事

業
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
を

支
援
す
る
団
体
に
活
用
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
募
金
の
一
部
は
全
道

枠
の
募
金
と
し
て
、
道
内
の
福

祉
施
設
の
整
備
資
金
や
車
両
購

入
の
助
成
金
、
災
害
事
業
等
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
た

め
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

向
け
て
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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道
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施
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整
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助
成
金
、
災
害
事
業
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に
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立
て
ら
れ
ま
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地
域
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人
た
ち
の
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め
の
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地
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く
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向
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協
力
を
よ
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し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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妖怪ウオッチのキャラクター達が

赤い羽根共同募金を応援します

妖怪ウオッチのキャラクター達が

赤い羽根共同募金を応援します

今年の目標額は
２，５３０，０００円です。
今年の目標額は
２，５３０，０００円です。

十
月
一
日
か
ら

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す

十
月
一
日
か
ら

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す

●戸別募金…自治会を通じて、世帯ごとに募金を

お願いします。

●法人募金…企業・団体・商店など直接訪問して

募金をお願いします。

●学校募金…福祉教育の一環として、学校を通し

て募金を行います。

●職域募金…会社の職員に呼びかけ募金をお願い

します。

●街頭募金…子野日公園で行われる「あっけし牡

蠣まつり」会場で街頭にたって募金

を行います。

●募 金 箱 …町内施設や大型店舗に設置します

●戸別募金…自治会を通じて、世帯ごとに募金を

お願いします。

●法人募金…企業・団体・商店など直接訪問して

募金をお願いします。

●学校募金…福祉教育の一環として、学校を通し

て募金を行います。

●職域募金…会社の職員に呼びかけ募金をお願い

します。

●街頭募金…子野日公園で行われる「あっけし牡

蠣まつり」会場で街頭にたって募金

を行います。

●募 金 箱 …町内施設や大型店舗に設置します

厚岸町で実施する募金の取組み厚岸町で実施する募金の取組み



寄
付
金
の
使
い
み
ち

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄

付
金
は
、
全
て
当
町
と
北
海
道

の
地
域
福
祉
活
動
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
高
齢
者
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
方
な
ど

を
支
援
す
る
福
祉
団
体
、
福
祉

活
動
を
推
進
し
て
い
る
社
会
福

祉
協
議
会
、
少
年
の
健
全
育
成

と
自
治
会
と
の
交
流
を
行
う
団

体
の
事
業
活
動
資
金
に
助
成
し

て
い
ま
す
。
（
表
）

税
制
上
の
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
す

個
人
や
企
業
が
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
二
千
円
以
上
寄
付
し

た
場
合
、
税
制
上
優
遇
措
置
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

株
式
会
社
な
ど
法
人
の
場
合

は
、
法
人
税
法
に
よ
り
法
人
所

得
の
計
算
上
「
全
額
損
金
」
と

し
て
取
り
扱
え
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
場
合
は
、
所

得
税
の
所
得
控
除
、
住
民
税
の

税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
扱
い
は
確
定
申
告
の
際

に
領
収
証
を
添
付
の
上
、
申
告

す
る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

被
災
し
た
方
に
は
災
害

見
舞
金
を
交
付
し
ま
す

火
災
及
び
風
水
害
等
に
よ
り
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
被
災
者

に
「
災
害
見
舞
金
」
を
交
付
し

ま
す
。
（
写
真
）

■
道
内
市
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

■
自
己
の
居
住
用
に
供
し
て
い

る
住
家
に
被
害
を
受
け
た
方

災
害
見
舞
金
は
、
被
害
状
況

に
よ
っ
て
次
の
と
お
り
交
付
さ

れ
ま
す
。

①
災
害
に
よ
り
世
帯
構
成
員
が

死
亡
さ
れ
た
場
合
、
一
人
に
つ

き
二
万
円

②
住
家
に
被
害
を
受
け
た
場
合
、

全
壊
・
全
焼
・
流
失
は
二
万
円
、

半
壊
・
半
焼
・
床
上
浸
水
は
一

万
円

※
た
だ
し
、
災
害
救
助
法
の
適

用
を
受
け
た
場
合
、
罹
災
者
の

故
意
又
は
重
大
な
過
失
が
災
害

発
生
の
原
因
と
判
断
さ
れ
る
場

合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

新
た
な
助
成
希
望
団
体

は
相
談
を

こ
れ
か
ら
活
動
を
考
え
て
い

る
団
体
で
、
助
成
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
相
談
く
だ
さ
い
。
（
連

絡
先
／
厚
岸
町
共
同
募
金
委
員

会
事
務
局

℡
52-

７
７
５
２
）
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厚岸町社会福祉協議会 厚岸町立厚岸中学校（平成２８年度指定） 30,000円

厚岸町社会福祉協議会 厚岸町立真龍中学校（平成２８年度指定） 30,000円

厚岸町社会福祉協議会 広報誌発行 534,674円

厚岸町社会福祉協議会 たすけあいチーム助成事業 280,000円

厚岸町社会福祉協議会 ふらっとニコニコ広場 200,000円

厚岸町社会福祉協議会 ふれあい会食会 160,000円

厚岸町社会福祉協議会 ボランティア研修会 50,000円

厚岸町老人クラブ連合会 会員演芸交流会 140,000円

厚岸町老人クラブ連合会 厚岸町老人クラブ連合会５０周年記念事業 100,000円

厚岸町老人クラブ連合会 高齢者生きがい事業 40,000円

厚岸町障がい者・児を持つ親の会「なないろ」 レスパイト事業 100,000円
厚岸町障害者（児)ふれあいﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員会 こう福祉２１ 110,000円

厚岸町地域子ども会育成連絡協議会 野外活動体験事業「親子でるるる」 30,000円

身体障害者福祉協会厚岸町分会 町外研修旅行 55,000円

厚岸コミュニケーション障害の会 会員研修旅行 40,000円

北海道難病連厚岸・浜中支部 医療講演会 30,000円

ちいさな絵本箱 読み聞かせ事業 30,000円

1,959,674円

２８年度共同募金助成決定団体と助成額（厚岸町）

【厚岸町を対象とした市町村地域団体助成(Ｂ助成)】　　　　　　

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

【全道を対象とした道地域助成(Ａ助成)】　　　　　　

「災害見舞金」を知っていますか？「災害見舞金」を知っていますか？

赤い羽根「災害見舞金」は、交付要領に基づき、

災害で床上浸水や家屋破損等の被害を受けた世帯

に対し、見舞金を交付します

赤い羽根「災害見舞金」は、交付要領に基づき、

災害で床上浸水や家屋破損等の被害を受けた世帯

に対し、見舞金を交付します



社
協
と
は
、
「
社
会
福
祉
協
議

会
」
の
略
称
で
、
わ
た
し
た
ち

が
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
暮
ら
し

や
生
活
（
社
会
）
、
の
し
あ
わ
せ

(

福
祉
）
に
つ
い
て
、
一
緒
に
話

し
合
う
（
協
議
）
の
、
集
ま
り

（
会
）
で
す
。

そ
の

社
協

は
、
地

域
で

の

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」
を
大
切

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
福
祉
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
地
域
福
祉

の
推
進
に
努
め
て
い
る
公
共
性

の
高
い
民
間
組
織
に
な
り
ま
す
。

厚
岸
町
社
協
を
は
じ
め
、
多

く
の
市
町
村
社
協
で
は
、
目
的

達
成
の
た
め
「
住
民
会
員
制
度
」

を
設
け
て
、
全
世
帯
の
会
員
の

加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

住
民
会
員
制
度
は
、
資
金
面

か
ら
支
え
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー

タ
ー
を
意
味
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
の
参
加
が

難
し
く
て
も
、
会
員
に
な
る
こ

と
で
、
地
域
福
祉
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

厚
岸
町
社
協
の
会
費
は
、
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
的
に
限
定

し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
維
持

す
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た
め
の
事
務
費
や
事
業
費

な
ど
に
使
っ
て
い
ま
す
。
厚
岸

町
社
協
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、
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ま
ざ
ま
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業
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行
っ
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出
の
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件
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い
て
は
、
補

助
金
や
受
託
金
、
介
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収
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。
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支
え
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー

タ
ー
を
意
味
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
の
参
加
が

難
し
く
て
も
、
会
員
に
な
る
こ

と
で
、
地
域
福
祉
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

厚
岸
町
社
協
の
会
費
は
、
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
的
に
限
定

し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
維
持

す
る
た
め
の
事
務
費
や
事
業
費

な
ど
に
使
っ
て
い
ま
す
。
厚
岸

町
社
協
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
支
出
の

う
ち
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
補

助
金
や
受
託
金
、
介
護
保
険
収

入
で
賄
わ
れ
、
会
費
収
入
は
充

て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
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社
協
の
会
員
会
費
制
度

社
協
の
会
員
会
費
制
度

社
協
と
は

社
協
と
は

社
協
の
目
的
と
は

社
協
の
目
的
と
は

社
協
の
会
員
制
度

社
協
の
会
員
制
度

住
民
会
員
制
度
の
意
味

住
民
会
員
制
度
の
意
味

会
費
の
使
い
道

会
費
の
使
い
道

表　社協会費の種類

納入方法

 自治会に取りまとめを依頼

1号会員（5,000円）

2号会員（3,000円）

3号会員（2,000円）

4号会員（1,000円）

会費区分

一般会員会費　　　（1世帯500円）

特別会員会費
　役職員が、個人、企業、団体などを
　訪問集金

ふれあい会食会ふれあい会食会 広報誌などの発行広報誌などの発行 ふらっとニコニコ広場ふらっとニコニコ広場

厚岸町社協が実施する地域福祉を推進するための事業
皆さんからの会費は
このような事業を維持するための経費として活用されています

厚岸町社協が実施する地域福祉を推進するための事業
皆さんからの会費は
このような事業を維持するための経費として活用されています



去
る
９
月
３
日
、
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
地
域
福
祉
事
業
資

金
造
成
を
目
的
と
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
２
８
６
名
の
方
が

来
場
し
、
サ
ッ
ポ
ロ
・
ア
サ
ヒ
・

キ
リ
ン
・
サ
ン
ト
リ
ー
の
４
銘

柄
の
ビ
ー
ル
を
楽
し
ま
れ
、
ほ

ろ
酔
い
気
分
で
の
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

収
益
は
、
会
券
収
入
の
９
１

２
，
０
０
０
円
で
、
か
か
っ
た

経
費
４
４
０
，
４
７
９
円
を
差

し
引
き
、
４
７
１
，
５
２
１
円

が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
と
な
り

ま
し
た
。
（
表
）

こ
の
益
金
は
、
地
域
の
福
祉

活
動
へ
助
成
す
る
「
た
す
け
あ

い
チ
ー
ム
助
成
」

の
ほ
か
、
今

年
度
の
地
域
福
祉
事
業
の
財
源

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

去
る
９
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３
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催
し
、
大
盛
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の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
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、
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来
場
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サ
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流
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の
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０
０
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、
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か
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経
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４
０
，
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９
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を
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引
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、
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７
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，
５
２
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ま
し
た
。
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）

こ
の
益
金
は
、
地
域
の
福
祉

活
動
へ
助
成
す
る
「
た
す
け
あ

い
チ
ー
ム
助
成
」

の
ほ
か
、
今

年
度
の
地
域
福
祉
事
業
の
財
源

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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～秋には、要注意～
暑い夏が過ぎ、過ごしやすく

なった秋なのに、なぜか体の不

調を感じることがありませんか。

頭痛・めまい・眠気・倦怠感・

やる気が出ない、そして肌荒れ

など、それは夏の疲れが原因か

もしれません。

夏は冷たい飲み物や食べ物で

体を冷やしてしまうため、胃腸

機能が低下しがちです。秋は空

気が乾燥してきますので、汗を

かいたことに気づく前に乾いて

しまいます。水分不足は便秘や

肌荒れの原因となります。夏と

同様、水分の補給はとても大切

です。そこで『白湯(さゆ）』の

ご紹介です。白湯とは、一度沸

かした湯を冷ましたもののこと

です。

『白湯の効果』

代謝が改善することで、冷え症・

便秘改善・美肌効果などが期待

できます。

『白湯の作り方』

①やかんに 800 ～ 1,000ml(１日

分)位の水を入れる。②やかん

に火にかけ、沸騰したら火を弱

め 10 分くらい沸騰を続けます。

(水面がボコボコするくらい)③

沸かしきったら完成です。すぐ

に飲む分をカップへ移し、残り

は保温ポットへ入れましょう。

『飲むタイミング』

朝は食事の前に飲みます。(歯

磨きなどで口の中の汚れを取っ

てから）昼と夜は、食事をしな

がら飲むと消化が良くなります。

冷めた場合は、沸かし直すより

も作り直したほうが効果がより

でしょう。

簡単にできる白湯で、今年は快
適な秋を過ごしてみませんか

～秋には、要注意～
暑い夏が過ぎ、過ごしやすく

なった秋なのに、なぜか体の不

調を感じることがありませんか。

頭痛・めまい・眠気・倦怠感・

やる気が出ない、そして肌荒れ

など、それは夏の疲れが原因か

もしれません。

夏は冷たい飲み物や食べ物で

体を冷やしてしまうため、胃腸

機能が低下しがちです。秋は空

気が乾燥してきますので、汗を

かいたことに気づく前に乾いて

しまいます。水分不足は便秘や

肌荒れの原因となります。夏と

同様、水分の補給はとても大切

です。そこで『白湯(さゆ）』の

ご紹介です。白湯とは、一度沸

かした湯を冷ましたもののこと

です。

『白湯の効果』

代謝が改善することで、冷え症・

便秘改善・美肌効果などが期待

できます。

『白湯の作り方』

①やかんに 800 ～ 1,000ml(１日

分)位の水を入れる。②やかん

に火にかけ、沸騰したら火を弱

め 10 分くらい沸騰を続けます。

(水面がボコボコするくらい)③

沸かしきったら完成です。すぐ

に飲む分をカップへ移し、残り

は保温ポットへ入れましょう。

『飲むタイミング』

朝は食事の前に飲みます。(歯

磨きなどで口の中の汚れを取っ

てから）昼と夜は、食事をしな

がら飲むと消化が良くなります。

冷めた場合は、沸かし直すより

も作り直したほうが効果がより

でしょう。

簡単にできる白湯で、今年は快
適な秋を過ごしてみませんか

ホームへルパーからの健康ワンポイントホームへルパーからの健康ワンポイント

会券収入 912,000円 1,500×608枚

計 912,000円 ①

飲食費 298,710円 飲物、ｵｰﾄﾞﾌﾞﾙ等

景品費 48,600円 お楽しみ抽選会景品

印刷費 35,257円 会券用紙・印刷代等

通信運搬費 23,792円 郵送料

その他経費 34,120円 白布ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ代、消費税

計 440,479円 ②

収支差額 471,521円 ①－②

収入の部

支出の部

収支差額（益金）

表 チャリティービアパーティー収支報告表 チャリティービアパーティー収支報告



今
年
も
９
月

19
日
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園
の
敬
老

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

長
寿
祝
金
該
当
者
は
５
名
と

な
っ
て
お
り
、
塚
田
政
一
さ
ん
、

村
上
守
さ
ん
、
川
村
チ
エ
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
厚
岸
町
よ
り
祝

金
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。
当

日
入
院
中
で
あ
っ
た
樋
浦
禮
三

さ
ん
、
堀
ト
ク
さ
ん
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
贈
呈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
塚
田
さ

ん
の
百
歳
を
祝
い
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
祝
状
と
銀
杯
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
堀
部
さ
ん
か
ら
式

典
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
式
典
終
盤
に
は
、
釧

路
市
内
で
音
楽
活
動
を
さ
れ
て

い
る
「
テ
タ
ー
ル
」
の
渋
谷
さ

ん
、
長
久
保
さ
ん
に
も
来
園
い

た
だ
き
演
奏
の
披
露
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
に
つ
き
ま
し
て
も
今
年

の
よ
う
に
華
や
か
に
行
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
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月

19
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、
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護
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ホ
ー
ム
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園
の
敬
老

式
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開
催
し
ま
し
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、
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、
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ぞ
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よ
り
祝

金
を
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け
取
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れ
ま
し
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日
入
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中
で
あ
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浦
禮
三

さ
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、
堀
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ク
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後
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に
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を
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、
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状
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贈
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さ
れ
ま
し
た
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今
年
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堀
部
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に
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く
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に
、
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で
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い
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「
テ
タ
ー
ル
」
の
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さ

ん
、
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久
保
さ
ん
に
も
来
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た
だ
き
演
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の
披
露
を
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て
い

た
だ
き
ま
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た
。

来
年
に
つ
き
ま
し
て
も
今
年

の
よ
う
に
華
や
か
に
行
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園

敬
老
記
念
品
授
与
式

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園

敬
老
記
念
品
授
与
式

９
月

19
日
か
ら
９
月

23
日
の
５

日
間
、
在
宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
。

く
す
玉
割
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
と
り
お
こ
な
い
、
敬
老
の
記
念

品
授
与
の
後
、
職
員
に
よ
る
余
興

が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
見
て
楽
し

む
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
ン
ル
ー

レ
ッ
ト
、
尻
相
撲
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、

二
人
羽
織
の
各
余
興
の
勝
者
を
予

想
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
も
あ
り
、
お
腹
が
痛
く
な

る
く
ら
い
、
笑
っ
て
盛
り
上
が
っ

た
五
日
間
で
し
た
。
写
真
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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月

19
日
か
ら
９
月

23
日
の
５

日
間
、
在
宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
。
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す
玉
割
り
、
テ
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プ
カ
ッ
ト

を
と
り
お
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な
い
、
敬
老
の
記
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品
授
与
の
後
、
職
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に
よ
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余
興

が
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り
ま
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て
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ッ
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ナ
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、

二
人
羽
織
の
各
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興
の
勝
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予

想
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み
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ゲ
ス
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に
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り
、
お
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な
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五
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写
真
で
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覧
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在宅老人デイサービスセンター在宅老人デイサービスセンター

[右]美しい音色

で、会場を華や

かに 色づ け た

「テタール」の

ふたり

[右]美しい音色

で、会場を華や

かに 色づ け た

「テタール」の

ふたり

[左]写真左から内閣

総理大臣より銀杯を

受け取った塚田政一

さん、厚岸町からの

長寿祝金を受け取っ

た村上守さん、川村

チエさん

[左]写真左から内閣

総理大臣より銀杯を

受け取った塚田政一

さん、厚岸町からの

長寿祝金を受け取っ

た村上守さん、川村

チエさん

[左]記念のく

す 玉 割 り は

「大・成・功」

[左]記念のく

す 玉 割 り は

「大・成・功」

[左]会場を笑

いに包まれた

スペシャルゲ

ストによるス

テージ

[左]会場を笑

いに包まれた

スペシャルゲ

ストによるス

テージ



津別町・池田町２町を視察

先進地視察研修

社協では、先進的な取組みを

実践している道内の市町村社協

を視察する研修を企画し、7 月 1

3 日・14 日の２日間、役員・評

議員７名が参加しました。

１日目の津別町では、厚岸町

でも立ち上げを検討している後

見実施機関の運営を中心に意見

交換し、２日目の池田町では、

住民主体の介護予防教室の現場

見学で、網の目をリズムよく進

む「ふまねっと」や、座りなが

らできる手遊びを、地域の方と

一緒になり体験しました。

いずれの活動も、人口減少社

会で現役世代の割合が減少する

中、地域住民が活動の担い手と

して活躍されている取組みで、

これからの厚岸町においても求

められる視点となるものでした。

加害者にも、被害者にも

ならない

町老連交通安全のつどい

9 月 1 日、老人クラブ連合会で

は、交通事故防止の一助になる

ようにと、平成２年より行って

いる「交通安全のつどい」を開

催しました。

その中で会員より集めた署名

簿 1,112 名分を厚岸警察署長に

提出し、決して加害者や被害者

にならないよう、また、運転者

の模範となるよう、老人クラブ

会員や地域住民と協力し、交通

事故撲滅のための運動を強力に

推進することを宣言しました。

その後、ＤＶＤを見ながら高

齢者の交通安全について講話を

いただき、配布された反射板な

どを活用しながら、歩行中の安

全についても再認識し、帰路に

つきました。

白浜自治会盆踊り大会に出

かけ、地域交流を深める

心和園外出イベント

8 月 13 日土曜日に心和園入所

者５名が白浜自治会の皆さんの

ご理解とご協力を得て、盆踊り

大会に参加をしてきました。

白浜自治会の皆さんとは、従

来より防災訓練などでも特に密

な連携を図っていただいており

ます。

外出日は、天候にも恵まれ、

たくさんのお子さん達とふれあ

うことができました。参加され

た入所者の皆さまからは「いやぁ

～、よかった」「花火もよかった」

と喜ばれていました。

来年につきましても、ぜひ参

加して入所者のたくさん笑顔を

観てみたいです。

津別町・池田町２町を視察

先進地視察研修

社協では、先進的な取組みを

実践している道内の市町村社協
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見実施機関の運営を中心に意見
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住民主体の介護予防教室の現場
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中、地域住民が活動の担い手と

して活躍されている取組みで、

これからの厚岸町においても求

められる視点となるものでした。

加害者にも、被害者にも

ならない

町老連交通安全のつどい

9 月 1 日、老人クラブ連合会で

は、交通事故防止の一助になる
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いる「交通安全のつどい」を開
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の模範となるよう、老人クラブ

会員や地域住民と協力し、交通

事故撲滅のための運動を強力に
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齢者の交通安全について講話を

いただき、配布された反射板な

どを活用しながら、歩行中の安

全についても再認識し、帰路に
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白浜自治会盆踊り大会に出

かけ、地域交流を深める

心和園外出イベント
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ご理解とご協力を得て、盆踊り

大会に参加をしてきました。

白浜自治会の皆さんとは、従

来より防災訓練などでも特に密

な連携を図っていただいており

ます。

外出日は、天候にも恵まれ、

たくさんのお子さん達とふれあ

うことができました。参加され

た入所者の皆さまからは「いやぁ

～、よかった」「花火もよかった」

と喜ばれていました。

来年につきましても、ぜひ参

加して入所者のたくさん笑顔を

観てみたいです。
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［ニュース＆トピックス］
ＮＥＷＳ＆ＴＯＰＩＣＳ
［ニュース＆トピックス］
ＮＥＷＳ＆ＴＯＰＩＣＳ

☆社協の行催事の他、町内福祉団体の話題などをまとめてお伝えします☆社協の行催事の他、町内福祉団体の話題などをまとめてお伝えします

[上]池田町の視察で、社協役員

らがふまねっとの指導を受ける

[上]池田町の視察で、社協役員

らがふまねっとの指導を受ける

[下]町老連前田副会長から樋口

厚岸警察署長へ署名簿を渡し、

交通安全を誓う

[下]町老連前田副会長から樋口

厚岸警察署長へ署名簿を渡し、

交通安全を誓う

[上]浴衣姿の子どもたちと、

白浜集会所前で記念撮影

[上]浴衣姿の子どもたちと、

白浜集会所前で記念撮影



社協では、町内在住で６５歳

以上の高齢者を対象に、健康維

持や介護予防を目的とした、厚

岸町介護予防普及啓発事業「元

気いきいき教室」を実施してい

ます。

この事業は、専門職や講師の

協力を得ながら、簡単な読み書

き、創作活動、腰痛予防の体操

や運動など、毎回、活動内容を

変えて行っています。

次年度の開催にあたり、年２

回程度、協力してくれる方を募

集します。

協力が可能な方、興味がある

方は、ぜひ協力をお願いします。

詳しい内容を知りたい方は、

下記の問い合わせ先まで連絡く

ださい。

社協では、町内在住で６５歳

以上の高齢者を対象に、健康維

持や介護予防を目的とした、厚

岸町介護予防普及啓発事業「元

気いきいき教室」を実施してい

ます。

この事業は、専門職や講師の

協力を得ながら、簡単な読み書

き、創作活動、腰痛予防の体操

や運動など、毎回、活動内容を

変えて行っています。

次年度の開催にあたり、年２

回程度、協力してくれる方を募

集します。

協力が可能な方、興味がある

方は、ぜひ協力をお願いします。

詳しい内容を知りたい方は、

下記の問い合わせ先まで連絡く

ださい。
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平成２９年度社協「元気いきいき教室」
手芸または料理の指導ボランティアを募集
平成２９年度社協「元気いきいき教室」
手芸または料理の指導ボランティアを募集

［上］酪農ふれあい館でピザ作りに挑戦［上］酪農ふれあい館でピザ作りに挑戦［上］小物のマスコット等を作る手芸教室［上］小物のマスコット等を作る手芸教室

■依頼内容

参加者約１５名に手芸、

または料理の指導

■時 間

午前１０時から正午または

午後１時から３時まで

■材料代

生地など、活動に必要な材料

や道具も用意いただければ助

かります。当日、領収書など

の支払証明と引き替えに材料

代をお渡しします

■その他

会場までの送迎、作るもの、

経費等は、調整します

■問い合わせ先

社協総務地域課（杉本）

ＴＥＬ：５２－７７５２

■依頼内容

参加者約１５名に手芸、

または料理の指導

■時 間

午前１０時から正午または

午後１時から３時まで

■材料代

生地など、活動に必要な材料

や道具も用意いただければ助

かります。当日、領収書など

の支払証明と引き替えに材料

代をお渡しします

■その他

会場までの送迎、作るもの、

経費等は、調整します

■問い合わせ先

社協総務地域課（杉本）

ＴＥＬ：５２－７７５２

あっけし子育てサポートセン

ターでは、子どもを預かる提供

会員が援助活動を行う際、子ど

もたちが楽しく、安全に過ごせ

るよう、おもちゃ等の寄贈をお

願いしていました。

広報誌に掲載後、たくさんの

寄贈品が集まりました。

ベビー用品やおもちゃ

等は、規定数に達したた

め、募集を終了させてい

ただきます。

寄贈していただいたも

のは、大切に使用させて

いただきます。

あっけし子育てサポートセン

ターでは、子どもを預かる提供

会員が援助活動を行う際、子ど

もたちが楽しく、安全に過ごせ

るよう、おもちゃ等の寄贈をお

願いしていました。

広報誌に掲載後、たくさんの

寄贈品が集まりました。

ベビー用品やおもちゃ

等は、規定数に達したた

め、募集を終了させてい

ただきます。

寄贈していただいたも

のは、大切に使用させて

いただきます。

あっけし子育てサポートセンターからのお知らせあっけし子育てサポートセンターからのお知らせ

たくさんのおもちゃ等の寄贈
ありがとうございました
たくさんのおもちゃ等の寄贈
ありがとうございました

［上］寄贈いただいたおもちゃ［上］寄贈いただいたおもちゃ



皆さんは災害という言葉から

で、何を考えますか？

災害は、地震、津波、噴火な

ど色々ありますが、今年は８月

中旬から北海道を直撃する台風

が頻繁に発生し、上川、十勝地

区に家屋の浸水や土砂災害等、

甚大な被害が発生しました。

町でも、湖南地区並びに湖北

地区数カ所で冠水がありました。

今回は、床下浸水等の被害報

告はありませんでしたが、津波

だけではなく、大雨・洪水によっ

て町内の多くの地区が冠水し、

ボランティア活動の可能性が考

えられる場合、社協は、厚岸町

（町災害対策本部）と協議しなが

ら災害ボランティアセンターを

設置します。

前回は、災害ボランティアセ

ンターの運営組織等について紹

介しましたが、今回は、実際の

ボランティア活動とセンターの

関わりについて説明します。
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区に家屋の浸水や土砂災害等、

甚大な被害が発生しました。

町でも、湖南地区並びに湖北

地区数カ所で冠水がありました。

今回は、床下浸水等の被害報

告はありませんでしたが、津波

だけではなく、大雨・洪水によっ

て町内の多くの地区が冠水し、

ボランティア活動の可能性が考

えられる場合、社協は、厚岸町

（町災害対策本部）と協議しなが

ら災害ボランティアセンターを

設置します。

前回は、災害ボランティアセ

ンターの運営組織等について紹

介しましたが、今回は、実際の

ボランティア活動とセンターの

関わりについて説明します。
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ボランティア通信

なかよし
ボランティア通信

なかよし
２０１６．１０

厚岸町ボランティアセンター

088-1115 厚岸町梅香２丁目１番地

ＴＥＬ 0153-52-7752
ＦＡＸ 0153-52-6044

２０１６．１０

厚岸町ボランティアセンター

088-1115 厚岸町梅香２丁目１番地

ＴＥＬ 0153-52-7752
ＦＡＸ 0153-52-6044

大規模災害発生後に設置される
災害ボランティアセンター
大規模災害発生後に設置される
災害ボランティアセンター ボランティア活動編①ボランティア活動編①

○災害、安否、生活に関する情

報収集、伝達

○炊き出し、その他の災害救助

活動

○高齢者、障がい者等の介護、

看護補助

○物資、資財の輸送及び配分

○被災建築物の応急危険判定

○応急復旧現場における危険を

伴わない軽易な作業

○災害応急対策の事務の補助

○家屋からの泥出し、ゴミ出し

○家の周りの清掃

○家財道具の移動

○高齢者宅への給水の運搬

他にも、さまざまな活動があ

ります。状況によっては、受付

するボランティアを町民や近郊

の方に制限する場合があります。

（１）受付登録をする

受付班でボランティア受付票

に必要事項を記入し、ボランティ

ア活動保険に加入します。

（２）活動開始前に集合する

センターが設定したオリエン

テーションスペース（又は集会

所等）に、活動開始時間前には

集合します。

（３）グループで行動する

被災者は支援を依頼する時に、

必要な人数や作業をセンターに

伝えています。それを基に、活

動開始時間になると、マッチン

グ班（注１）がボランティアの中

から、複数人のグループを構成

し、活動の場所、内容、必要な

資材等を説明します。

（注１）マッチング班

被災者からの支援希望とボラン

ティア活動希望を結びつける役

割を担います。

（１）被災状況を確認する

家屋の状況や被災状況などを

確認します。

なお、倒壊等の危険がある場

合は、決して屋内に入らないよ

うにする必要があります。

（２）支援・活動を依頼する

災害ボランティアセンターに

電話・来所で依頼します。

ニーズ班が聴き取りを行いま

すので、個人情報、被災状況、

活動希望日・時間、どんな支援

活動を必要とするのかを説明し

ます。

（３）ボランティアと作業内容

などを確認する

当日、支援に来たボランティ

アと作業内容や注意することを

確認します。

○災害、安否、生活に関する情

報収集、伝達

○炊き出し、その他の災害救助
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ります。状況によっては、受付
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所等）に、活動開始時間前には
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（３）グループで行動する

被災者は支援を依頼する時に、

必要な人数や作業をセンターに

伝えています。それを基に、活

動開始時間になると、マッチン

グ班（注１）がボランティアの中

から、複数人のグループを構成

し、活動の場所、内容、必要な

資材等を説明します。

（注１）マッチング班

被災者からの支援希望とボラン

ティア活動希望を結びつける役

割を担います。

（１）被災状況を確認する

家屋の状況や被災状況などを

確認します。

なお、倒壊等の危険がある場

合は、決して屋内に入らないよ

うにする必要があります。

（２）支援・活動を依頼する

災害ボランティアセンターに

電話・来所で依頼します。

ニーズ班が聴き取りを行いま

すので、個人情報、被災状況、

活動希望日・時間、どんな支援

活動を必要とするのかを説明し

ます。

（３）ボランティアと作業内容

などを確認する

当日、支援に来たボランティ

アと作業内容や注意することを

確認します。

災害ボランティア
センターの主な活動
災害ボランティア
センターの主な活動

ボランティア支援を
行うには
ボランティア支援を
行うには

ボランティア支援を
受けるには
ボランティア支援を
受けるには

協力ボランティアに
依頼する活動
協力ボランティアに
依頼する活動

次回は災害発生後に私達が

できるボランティア活動に

ついて紹介する予定です。

次回は災害発生後に私達が

できるボランティア活動に

ついて紹介する予定です。



お気軽に相談を
福祉中央相談所

民生委員が無料で福祉相談に

応じます。秘密は守られます

ので安心して相談ください。

■日時／ 11 月 22 日(火)13:30

～ 15:00

■場所／社会福祉センター１

Ａ会議室

■相談員／民生委員（中野・

吉田・葛西）

■問い合わせ／社協総務地域

課☎52-7752

帰郷・旅行などの際に
車いす・福祉用具貸出

帰郷や旅行など「ちょっと一

時的に借りたい」といった場

合に活用ください。車いすを

はじめ福祉用具があります。

■貸出場所／社会福祉センター

■費用／無料

■その他／事前に問い合わせ

があればスムーズに貸し出し

できます。

■貸出備品／車いす、入浴用

介護用品ほか

お気軽に相談を
福祉中央相談所
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介護用品ほか

お知らせ情報 TEL 52-7752 FAX 52-6044お知らせ情報 TEL 52-7752 FAX 52-6044

編集後記

■私の知る道東の夏は曇りがち

ながらも８月下旬からは晴れが

続き快適に過ごせる印象でした

が、ここ数年の傾向でもありま

すが、今年は特に悪天候が多い

印象です。気温・湿度・気圧の

影響で体調を崩さないよう健康

管理に気を付けていきたいです

ね。（大澤）

■１０月１日から、赤い羽根共

同募金運動が始まります。記事

で、共同募金の仕組みなどを掲

載していますので、ぜひご覧く

ださい。１０月９日に子野日公

園「あっけし牡蠣まつり」会場

で街頭募金を行いますので、皆

さんのご協力をお願いします。

（杉本）
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管理に気を付けていきたいです

ね。（大澤）

■１０月１日から、赤い羽根共

同募金運動が始まります。記事

で、共同募金の仕組みなどを掲

載していますので、ぜひご覧く

ださい。１０月９日に子野日公

園「あっけし牡蠣まつり」会場

で街頭募金を行いますので、皆

さんのご協力をお願いします。

（杉本）

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金を受けて発行しています。この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金を受けて発行しています。

厚岸小学校
福祉の仕事を調べよう

8 月 22 日(月)、厚岸小学校

の児童 18 名が「福祉の仕事に

ついて調べよう」と題した学

習の一環で心和園に来園され

ました。

児童たちは少し緊張の面持

ちながら施設内を見学。職員

に「仕事の内容は？」「どうし

て介護の仕事についたのか？」

「苦労や楽しみは？」など熱心

に質問し、答える職員も時折、

返答に困る場面がありました。

こういった率直な質問を受け

ることにより、日頃接してい

る入所者に対しての接し方を

改める良い機会となりました。

来園した児童の何名かは将

来心和園の職員として介護の

道に進むかもしれません。未

来を担う子どもたちにとって、

良い手本となれるよう、思い

直した一日となりました。
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〔敬称略〕

【寄付金】▼特別寄付(福祉基金)／佐藤武志 15,340 円、(匿名)30,

000 円 ▼一般寄付／(匿名)50,000 円〔心和園に〕

【寄贈品】▼法人本部／厚岸町税財政課資産税係～古切手 ▼心

和園／野田米吉～古布・古着、中野鎮香～古布、菅江喜江～古布・

ポータブルトイレ、㈲平良木新聞店～タオル ▼デイサービスセ

ンター／簑島テル～ティッシュペーパーほか、松原幸子～エアー

ポット
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寄付・寄贈ありがとうございます（７月～９月）寄付・寄贈ありがとうございます（７月～９月）

社協の出来事（心和園の小さな来園者）社協の出来事（心和園の小さな来園者）
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